
開講年度 科目名

開設学科 コース名 開設期

対象年次 科目区分 時間数

単位数 授業形態

教科書/教材

担当教員

授業概要

注意点

種別 割合

試験・課題 90%

平常点 10%

回

１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回

１０回

１１回

１２回

１３回

１４回

１５回

各種図面作図等② 設計課題の断面図・立面図の作図方法を理解し作図できる。

撮影、プレゼンシート作成 模型写真の撮影方法、プレゼンテーションの方法が理解できる。

クラス発表、全体発表 作品発表することでプレゼンテーションの方法が理解できる。

エスキース作業①

作品発表することでプレゼンテーションの方法を理解できる。

エスキース作業② 設計課題のエスキースの改善方法を理解し作図できる。

各種図面作図等① 設計課題の平面図の作図方法を理解し作図できる。

設計課題のエスキースの方法を理解し作図できる。

各種図面作図等②

撮影、プレゼンシート作成

プレゼンテーション

敷地調査

模型写真の撮影方法、プレゼンテーションの方法を理解し作図できる。

設計課題の断面図・立面図の作図方法を理解し作図できる。

設計課題の実例を収集したり、敷地を調査することで、課題内容が理解できる

エスキース作業① 設計課題のエスキースの方法を理解し作図できる。

エスキース作業② 設計課題のエスキースの改善方法を理解し作図できる。

各種図面作図等① 設計課題の平面図の作図方法を理解し作図できる。

授業内容 各回の到達目標

実例収集、敷地調査 設計課題の実例を収集したり、敷地を調査することで、課題内容が理解できる

オリエンテーション RC造の設計課題の課題説明、敷地見学し、課題内容が理解する。

授業計画（１回～１５回）　

評

価

方

法

備　　考

課題作品を総合的に評価する

積極的な授業参加度、授業態度によって評価する

教育方法等

　集合住宅の課題（RC造）に取組み、建築設計のコンセプトの作成、プランニング、作図、発表等を通して建築物の設計方法全般を学ぶ。

意匠・構造・設備の構成を知りながら、設計の基本およびそれぞれの意味や相互の関係を学ぶ。
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科目基礎情報

建築学科

　設計は広範にわたる建築分野の基礎をなす科目の一つである。授業時間中の指導、講義、作業に加えて、それ以外の時間での思考、検討、

作業など個々の目的に合わせて効果的に配分し取り組むこと。授業には集中して取り組み、課題提出期限を守ること。出席は自己管理して出

席不足にならないようにすること。授業時数の４分の３以上出席しない者は単位を認定しない。日本工学院　授業心得（学生用）を守るこ

と。

櫻井良明、天野奈緒、鈴木則次、大嶋真粧美、荒井良之 実務経験の有無・職種 有・建築設計

前期

学習目的

2年次 必修 90時間

3単位 実習

建築製図 基本の基本　学芸出版社、第３版 コンパクト建築設計資料集成　丸善

担当教員情報

　集合住宅の設計課題より、鉄筋コンクリート造（RC造）の建築物の設計に取り組み、設計のコンセプトの作成、プランニング、プレゼンテーションな

どの総合的な手法・技術を演習を通じて習得することを学習目的とする。設計製図１、２より、規模が大きくなり、地域との関わりなど、敷地調査など

による広い範囲での設計力も身に付けてほしいと考える。

到達目標

　次の4点を到達目標とする。

①ＲＣ造の製図記号や、図面作成方法を習得する。【作図スキル】

②ＲＣ造図面を作図しながら図面同士の整合性を習得する。【図面理解スキル】

③設計図より模型を制作し、ＲＣ造の柱・梁・壁の関係性を３次元で習得する。【模型制作スキル】

④課題に沿った設計力を習得する。【設計及びプレゼンスキル】


